
 

４月 ５月 

１５日（月） 
前期指導開始 

７日（火） 

～１３日（月） 

個人面談週間 

（授業はあります。） 

２５日（木） AM授業なし（一部） 

（入級検討会） 

７日（火） PM授業なし 

（ブロック研究会） 

２６日（金） PM南町小児童は 

授業なし（離任式） 

１４日（火） PM授業なし 

（専門研究会） 

３０日（火） PM授業なし 

   （全体研究会） 

２２日（水） 15:00～指導なし 

（生活指導全体会） 

 

 

 

 

ご入学・ご進級おめでとうございます            校長  星 美登里 

  

 
 
 

４月・５月の予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊祝日は、ことばの教室もお休みです。 

【前期（４月～９月）の予定】 
 

・５月７日（火）～13日（月）       個人面談週間 

・７月１８日（木）            １学期指導終 

・７月２２日（月）～２３日（火）     ことばの相談日 

・９月２日（月）             ２学期指導始 

・９月５日（木）             全日授業なし（南町小開校記念日） 

・９月２０日（金）            前期指導終了 

・９月２４日（火）～ ９月３０日（月）  在籍校訪問（指導なし） 
 

【学級担任の先生方へ】 

◎通級の曜日・時間を決めるにあたり、ご配慮をいただきありがとうございました。 

◎ことばの通級では、４～９月を前期、１０～３月を後期として２期制で指導を行います。指導経

過報告書を学期末に保護者にお渡しし、在籍校にもお送りします。管理、保管をよろしくお願い

いたします。 

◎通級が始まりましたら毎週お子さんが「ことばの連絡帳」を持って行きます。教室での様子など

をご記入いただき、次の通級に間に合うようにお子さんにお渡しください。ご多用の際は、サイ

ンのみでも構いません。 

◎今年度は、９月２４日から１週間、在籍校訪問を行う予定です。授業参観や先生方との面談をさ

せていただき、児童理解を深めていきます。 

練 馬区立 南町小 学校  こ と ば の 教 室 

TEL／FAX （３９９３）４５００ 教室直通 

教室だよりNO.１   令和６年４月１５日 

私は本校に着任して６年目になり、ことばの教室に通うお子さんにもずいぶん挨拶してもらえる

ようになりました。今年度４月、６７人のお子さんとのスタートです。これから、どんな成長がみ

られるのか楽しみにしています。今年度も一人ひとりのお子さんの思いやよさ、可能性を大切にし

て教室運営を行ってまいります。ご支援・ご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今年度の担任について 】 

昨年度に引き続き、このメンバーで 1年間頑張っていきます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

通級のめあてを一緒に考えま

す。それに向かって楽しく勉強 

をしていきましょう。 

 

 

 

一人一人の子どもたちを大切に

して、楽しく、充実した学びの

時間を作っていきます。 

 

けるよう、一緒に頑張りま

す。がんばります。 

 

 

 

子どもたちに自信がついていく 

よう頑張ります。どんなことで

もご相談ください。 

 

 

 

 

今年度も子どもたち一人一人の

「できた！」という笑顔がたく

さん見られるよう、頑張ります。 

 

 

「ことばの教室に来ることが楽

しみ！」と思えるような有意義

な時間にしていきたいです。 

 

 

『 ことばの教室で自分の苦手を正しく知り 苦手との付き合い方を 見付けよう 』 

 ことばの教室では、指導の中で大切にしていることが３つあります。 

 

 

 

 

待合室の本棚に、 

『 星と虹色なこどもたち 「自分に合った学び方」 「自分らしい生き方」を見つけよう 』

という本があります。この本の中には個性豊かな７人の子どもたちが登場します。「周りの音が気に

なって集中できない子」「なんでも一番でないと嫌な子」など、大人が読んでも子どもが読んでも内容

がイメージしやすいお話ですが、特に大人向けの解説の中で印象に残った内容を一部抜粋します。 

 

―虹色は多様性尊重の象徴です。私たちはさまざまな色のスペクトラム（連続体）であるとすれば、

障がいのあるなしの境界線も、限りなく連続体です。誰とも違う、虹色の濃さや配分が違うだけ。違

うからこそ、お互いの色が尊重できれば、自分も他者も理解できるかもしれません。― 

 

 ことばの教室では苦手なことをカバーするための代替手段を考えたり、周囲の理解を得ながら 

様々なサポートを受ける経験を重ねたりする中で、自分に合う学習方法を見付けられるようにし 

ていきます。「サポートを受けるのが恥ずかしい。」「みんなと違うのは嫌だ。」という気持ちにな 

らないよう、周囲がサポートを先行しすぎないよう、「虹色なこどもたち」一人一人の 

気持ちを大切にしながら指導していきます。 

今年度も引き続き通級へのご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

 

（参考：『星と虹色な子どもたち「自分に合った学び方」「自分らしい生き方」を見つけよう』（著：星山麻木/学苑社」） 

自分の苦手を 

正しく知ること 

苦手との付き合い方を

共に見付けること 

自信をもって、在籍校の 

授業参加ができること 


